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１．2025年12月期第１四半期の連結業績（2025年１月１日～2025年３月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年12月期第１四半期 4,677 － 356 － 270 － 411 －
2024年12月期第１四半期 － － － － － － － －

(注) 包括利益 2025年12月期第１四半期 387百万円( －％) 2024年12月期第１四半期 －百万円( －％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年12月期第１四半期 11.62 11.40
2024年12月期第１四半期 － －

（注）2024年12月期第１四半期については、四半期連結財務諸表を作成していないため、2024年12月期第１四半期の数

値および対前年同四半期増減率ならびに2025年12月期第１四半期の対前年同四半期増減率については記載してお

りません。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年12月期第１四半期 58,036 19,125 31.3
2024年12月期 60,148 18,951 29.9

(参考) 自己資本 2025年12月期第１四半期 18,140百万円 2024年12月期 17,959百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年12月期 － 0.00 － 0.00 0.00
2025年12月期 －
2025年12月期(予想) 0.00 － 0.00 0.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2025年12月期の連結業績予想（2025年１月１日～2025年12月31日）

(％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 23,721 19.6 2,925 27.6 2,678 △4.4 2,608 28.7 73.72

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 有

新規 ４社（社名）

スマートスキャン株式会社、
株式会社DIC、
株式会社ハロースカウト、
Gplus株式会社

除外 －社 （社名）

スマートスキャン株式会社、株式会社DICおよび株式会社ハロースカウトにつきましては、事業運営体制の見直しを行

ったことに伴い、当連結会計年度より連結の範囲に含めております。また、Gplus株式会社については、2025年３月31

日付で株式を取得したことに伴い、連結の範囲に含めております。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2025年12月期１Ｑ 37,982,900株 2024年12月期 37,982,900株

② 期末自己株式数 2025年12月期１Ｑ 2,435,600株 2024年12月期 2,606,000株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年12月期１Ｑ 35,432,917株 2024年12月期１Ｑ －株

（注）2024年12月期第１四半期については、四半期連結財務諸表を作成していないため、2024年12月期第１四半期の

「期中平均株式数（四半期累計）」は記載しておりません。

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の

業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用に

あたっての注意事項等については添付資料４ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想な

どの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当社グループは「ヘルスケアの産業化」をビジョンに掲げ、あらゆるステークホルダーと連携しながら、地域社

会における医療・介護という社会インフラを守ると共に企業の継続的成長の維持と企業価値の増大に努めておりま

す。

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、個人消費・設備投資を中心とした内需主導で緩やかな回復基

調が続いております。一方で、物価上昇の長期化が消費者マインドを下押しし得ることや、欧米の高金利継続、ア

メリカの通商政策など海外要因の不確実性が、先行きの下振れリスクとして残存しております。このため、景気の

見通しには依然として不透明感が拭えない状況となりました。

当社グループが事業を展開する医療・介護業界においては、資源価格や為替の変動に伴う物価上昇に加え、慢性

的な人手不足による人件費の高騰、医師を中心とした働き方改革への対応負担が重なり、厳しい事業環境が長期化

しております。さらに、賃上げ拡大の動きがコスト負担を一層高めており、業界全体としては今後も動向を注視す

べき局面が続いております。

このような経済環境の中、当社グループは、持続的な成長の実現に向けた事業基盤の強化と価値創出を図るべ

く、「仲間づくり」を基本方針の一つとして位置づけ、以下の施策を推進しております。

１．医療経営総合支援事業の展開強化

当社は、医療経営総合支援事業において新たに２病院との提携を開始するとともに、看護師紹介・派遣事業を展

開する株式会社スーパーナースの株式を取得し、持分法適用関連会社化いたしました。これにより、医療・介護現

場における深刻な課題の１つである人材不足に対して、柔軟かつ機動的な人員供給体制を構築し、支援機能の一層

の充実を図ってまいります。

また、当社は、2025年４月25日に開催した取締役会において、医療・介護領域を中心としたマーケティング支

援・営業支援に強みを持つ株式会社ゼロメディカルの全株式を取得し、完全子会社化することを決議いたしまし

た。ゼロメディカル社は、主に医療機関や介護施設向けに専門性の高い支援サービスを提供しており、これによ

り、当社グループにおける新規顧客獲得の加速、提携医療法人の集患力の向上、高齢者施設における入居者数の増

加等への貢献が期待されます。

２．シニア関連事業におけるサービス領域の拡充

当社グループにおいて、有料老人ホーム紹介事業を展開する株式会社あいらいふ（連結子会社）は、シニアライ

フサポート事業を推進しています。当該事業領域の拡大およびサービスの高度化を目指し、当社は、不動産事業を

手がけるGplus株式会社の全株式を取得し、新たにグループに迎え入れました。これにより、住まいの支援を含む、

より包括的で実効性のあるサービスの提供を実現してまいります。

また、介護施設運営を行う株式会社クラーチ（連結子会社）は、2025年４月１日付で株式会社JALUXトラストよ

り、サービス付き高齢者向け住宅およびデイサービス事業を取得いたしました。これを契機に、当社が支援する提

携医療機関と連携した地域包括ケアのモデル構築を進め、他地域への横展開を見据えた地域密着型の支援体制を整

備してまいります。

３．成長投資と戦略的Ｍ＆Ａの推進

将来にわたる事業成長を支える基盤として、積極的な人材採用による体制強化、ならびに医療現場の業務効率化

に資するシステム開発を推進しております。併せて、企業価値の最大化を目的とした戦略的Ｍ＆Ａにも継続的に取

り組み、グループ全体のシナジー創出と競争力向上を図ってまいります。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高4,677,704千円、営業利益356,498千円、経常利益

270,539千円、親会社株主に帰属する四半期純利益は411,778千円となりました。

なお、当社グループは前第１四半期連結累計期間については四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、前

年同四半期連結累計期間との比較分析は行っておりません。
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セグメントごとの業績は次のとおりです。

①医療経営総合支援事業

医療経営総合支援事業においては、既存の提携医療法人に対する継続的な支援に加え、提携外の医療法人から

の各種コンサルティング依頼が堅調に推移したことにより、収益は安定した水準を維持しております。加えて、

経営支援体制のより一層の強化を目的として、積極的な人材採用を継続しており、その結果、人件費を中心とし

た先行投資的な費用が増加しております。

なお、新たに２病院との提携を開始しておりますが、当該案件における収益寄与は第２四半期以降となる見込

みです。

以上の結果、セグメント売上高は、1,284,085千円、セグメント別営業利益は400,942千円となりました。

②シニア関連事業

シニア関連事業においては、介護施設の入居相談・紹介事業および運営事業のいずれにおいても、売上高は堅

調に推移いたしました。入居相談・紹介事業では、前連結会計年度に引き続き、入居相談員の新規採用を継続し、

相談対応力の強化と入居斡旋件数の増加に取り組んでおります。運営事業においては、収益性の改善を目的に、

運営コストの適正化を進めるとともに、稼働率向上を図るべく入居促進に向けたプロモーション費用への戦略的

な投資を実施しております。

以上の結果、セグメント売上高は、1,734,112千円、セグメント別営業利益は87,828千円となりました。

③高度管理医療機器事業

高度管理医療機器事業においては、主軸のコンタクトレンズ事業でクリアレンズの主力商品に加え、新製品を

リリースするなど、順調に販売を継続しております。

以上の結果、セグメント売上高は、1,560,062千円、セグメント別営業利益は153,018千円となりました。

④その他事業

その他事業においては、治療経過データの解析および製薬企業向け営業支援サービスにおいて、製薬企業から

の受注拡大を目的とした積極的な営業活動を展開いたしました。また、脳ドックを中心とした予防医療分野では、

未稼働時間の多いMRI装置などの高度医療機器の稼働率向上に加え、そこで蓄積された検査データの解析を通じて

脳疾患の予測・予防に資する取り組みを推進しております。

以上の結果、セグメント売上高は、99,445千円、セグメント別営業利益は12,298千円となりました。
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（２）財政状態に関する説明

当社グループの当第１四半期連結会計期間末の財政状態の状況は次のとおりです。

（資産の部）

流動資産は、前連結会計年度末と比較して2,369,246千円減少し、21,769,682千円となりました。これは、主に未

払法人税の納付や買掛金の支払い等により現預金が3,018,660千円減少した一方で、営業貸付金（流動資産その他）

が661,328千円増加したことによります。

固定資産は、前連結会計年度末と比較して257,508千円増加し、36,266,949千円となりました。これは、主に投資

有価証券の増加により投資その他の資産が181,854千円増加したことや、有形固定資産が101,157千円増加したこと

によります。

この結果、当第１四半期連結会計期間末の総資産は前連結会計年度末と比較して2,111,737千円減少し、

58,036,632千円となりました。

（負債の部）

流動負債は、前連結会計年度末と比較して1,919,206千円減少し、9,907,790千円となりました。これは、主に未

払法人税等が848,742千円減少したことや、買掛金が702,273千円減少したことによります。固定負債は、前連結会

計年度末と比較して366,940千円減少し、29,003,220千円となりました。これは、主に長期借入金が323,224千円減

少したことによります。

この結果、当第１四半期連結会計期間末の負債合計は前連結会計年度末と比較して2,286,146千円減少し、

38,911,010千円となりました。

（純資産の部）

純資産は、前連結会計年度末と比較して174,409千円増加し、19,125,621千円となりました。これは、主に利益剰

余金の増加127,314千円によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年12月期の通期連結業績予想につきましては、2025年２月14日に公表しました業績予想からの変更はありま

せん。

今後、業績予想修正の必要性が生じた際には速やかに開示してまいります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 11,168,782 8,150,121

受取手形及び売掛金 3,382,738 3,304,342

商品 983,633 1,232,616

仕掛品 15,091 15,704

原材料及び貯蔵品 348,147 344,576

その他 8,249,092 8,732,687

貸倒引当金 △8,556 △10,365

流動資産合計 24,138,928 21,769,682

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 10,675,690 11,122,464

土地 15,363,932 15,366,786

リース資産（純額） 5,779,116 5,714,407

その他（純額） 459,328 175,566

有形固定資産合計 32,278,067 32,379,225

無形固定資産

のれん 841,646 826,739

その他 513,509 502,911

無形固定資産合計 1,355,155 1,329,651

投資その他の資産

その他 2,382,809 2,564,245

貸倒引当金 △6,591 △6,172

投資その他の資産合計 2,376,218 2,558,073

固定資産合計 36,009,440 36,266,949

資産合計 60,148,369 58,036,632
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 2,397,988 1,695,714

短期借入金 1,664,583 1,666,458

１年内返済予定の長期借入金 3,728,484 3,697,403

リース債務 293,187 296,972

未払法人税等 886,792 38,050

賞与引当金 346,424 154,020

株主優待引当金 4,540 －

資産除去債務 － 1,463

その他 2,504,996 2,357,707

流動負債合計 11,826,997 9,907,790

固定負債

長期借入金 14,800,486 14,477,262

修繕引当金 27,371 33,353

リース債務 6,730,275 6,675,501

資産除去債務 700,146 701,780

預り保証金 7,002,532 7,038,653

その他 109,347 76,669

固定負債合計 29,370,160 29,003,220

負債合計 41,197,157 38,911,010

純資産の部

株主資本

資本金 2,022,558 100,000

資本剰余金 6,905,374 8,878,472

利益剰余金 9,527,939 9,655,254

自己株式 △589,066 △550,556

株主資本合計 17,866,805 18,083,170

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △2,660 △3,640

繰延ヘッジ損益 109,645 70,181

為替換算調整勘定 △13,848 △9,366

その他の包括利益累計額合計 93,136 57,173

非支配株主持分 991,270 985,277

純資産合計 18,951,212 19,125,621

負債純資産合計 60,148,369 58,036,632
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
当第１四半期連結累計期間

(自 2025年１月１日
至 2025年３月31日)

売上高 4,677,704

売上原価 2,616,349

売上総利益 2,061,355

販売費及び一般管理費 1,704,856

営業利益 356,498

営業外収益

受取利息 8,967

その他 9,091

営業外収益合計 18,058

営業外費用

支払利息 81,976

その他 22,040

営業外費用合計 104,017

経常利益 270,539

特別利益

固定資産売却益 111,103

債務免除益 138,172

特別利益合計 249,276

特別損失

その他 440

特別損失合計 440

税金等調整前四半期純利益 519,375

法人税、住民税及び事業税 20,792

法人税等調整額 49,551

法人税等合計 70,343

四半期純利益 449,031

非支配株主に帰属する四半期純利益 37,252

親会社株主に帰属する四半期純利益 411,778
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
当第１四半期連結累計期間

(自 2025年１月１日
至 2025年３月31日)

四半期純利益 449,031

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △980

繰延ヘッジ損益 △68,065

為替換算調整勘定 7,085

その他の包括利益合計 △61,960

四半期包括利益 387,071

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 375,815

非支配株主に係る四半期包括利益 11,255
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日）、「包括利益の表

示に関する会計基準」（企業会計基準第25号 2022年10月28日）及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」

（企業会計基準適用指針第28号 2022年10月28日）を当第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。こ

れによる四半期連結財務諸表への影響はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、2025年３月27日開催の株主総会決議に基づき、2025年３月28日付で減資の効力が発生しております。

この結果、当第１四半期連結累計期間において、資本金が1,922,558千円減少、その他資本剰余金が1,922,558千

円増加し、当第１四半期連結累計期間末において、資本金が100,000千円、資本剰余金は8,878,472千円となって

おります。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自 2025年１月１日 至 2025年３月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント
その他
（注）1

合計
調整額
（注）2

四半期連結損
益計算書計上

額
医療経営総
合支援事業

シニア
関連事業

高度管理医
療機器事業

計

売上高

外部顧客への
売上高

1,284,085 1,734,112 1,560,062 4,578,259 99,445 4,677,704 － 4,677,704

セグメント間
の内部売上高
又は振替額

－ － － － － － － －

合計 1,284,085 1,734,112 1,560,062 4,578,259 99,445 4,677,704 － 4,677,704

セグメント利益 400,942 87,828 153,018 641,789 12,298 654,088 △297,589 356,498

（注）1.「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、治療経過データ解析サービスや脳ド

ックを中心とした予防医療サービスなどを含んでおります。

2.売上高の調整額は、セグメント間の取引消去であります。

セグメント利益の調整額には、セグメント間取引消去及び各報告セグメントに配分していない全社費用が含ま

れております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

3.セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、

次のとおりであります。

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年１月１日
至 2025年３月31日)

減価償却費 230,963千円

のれんの償却額 43,330千円
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（重要な後発事象）

（取得による企業結合）

株式会社ゼロメディカルの株式取得

当社は、2025年４月25日開催の取締役会において、株式会社ゼロメディカル（以下「ゼロメディカル」）の株

式を取得し、同社を当社の子会社とすることを決議し、同日付で株式譲受契約を締結いたしました。

(1)企業結合の概要

①被取得企業の名称及びその事業の内容

被取得企業の名称 株式会社ゼロメディカル

対象となる事業の内容
医療機関向けウェブマーケティング事業、医療コンサルティング事業及び福祉
関連事業

②企業結合を行った主な理由

当社グループが推進する医療経営総合支援事業や、高齢者施設の入居相談・紹介や施設運営を行うシニア関連

事業において、ゼロメディカルが持つ営業機能やノウハウを活用することにより、当社グループ全体の営業機能

を強化するとともに、医療機関に対する支援の充実や高齢者施設におけるサービスを向上につながるものと期待

しております。

また、ゼロメディカルが展開するウェブマーケティング事業に係る知見を活用することで、当社グループのウ

ェブマーケティング体制を強化するほか、提携医療法人の集患力強化、高齢者施設の入居者増に寄与することが

見込めることから、当社はゼロメディカルを完全子会社化することといたしました。

③企業結合日

2025年５月30日（予定）

④企業結合の法的形式

現金を対価とする株式取得

⑤結合後企業の名称

変更はありません。

⑥取得した議決権比率

100%

⑦取得企業を決定するに至った主な根拠

当社が現金を対価として株式を取得したことによるものです。

(2)被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

取得の対価 現金 700 百万円

取得原価 700 百万円

(3)主要な取得関連費用の内容及び金額

現時点では確定しておりません。

(4)発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

現時点では確定しておりません。

(5)企業結合日に受け入れる資産及び引き受ける負債の額並びにその主な内訳

現時点では確定しておりません。
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株式会社メディステップの株式取得

当社は、2025年５月15日開催の取締役会において、株式会社メディステップ（以下「メディステップ」）の株

式を取得し、同社を当社の子会社とすることを決議し、同日付で株式譲受契約を締結いたしました。

(1)企業結合の概要

①被取得企業の名称及びその事業の内容

被取得企業の名称 株式会社メディステップ

対象となる事業の内容

介護保険法に基づく訪問看護事業及び介護予防訪問看護事業
介護保険法に基づく居宅介護支援事業
訪問看護師及び訪問看護事業者への研修教育事業
治験の支援事業

②企業結合を行った主な理由

当社の100％子会社である株式会社あいらいふでは、住宅・施設の選定から介護相談、資産の売却・運用までを

ワンストップで支援しております。訪問看護や居宅介護支援事業の在宅介護サービスを展開するメディステップ

が連携することで、高齢者の住環境を包括的にサポートする体制を構築し、医療・介護のあるべき姿の早期実現

が期待できることから、当社はメディステップの株式を取得し、子会社化することといたしました。

③企業結合日

2025年６月２日（予定）

④企業結合の法的形式

現金を対価とする株式取得および新株引受

⑤結合後企業の名称

変更はありません。

⑥取得した議決権比率

51.67%

⑦取得企業を決定するに至った主な根拠

当社が現金を対価として株式を取得および新株引受を行ったことによるものです。

(2)被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

当事者間の守秘義務により非開示とさせていただきますが、公平性・妥性を確保するため、外部機関が実施し

た財務・税務・法務・労務デューディリジェンスの結果を勘案し、決定しております。なお、取得価額は当社の

直近事業年度（2024年12月期）の末日における連結純資産の３％相当であります。

(3)主要な取得関連費用の内容及び金額

現時点では確定しておりません。

(4)発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

現時点では確定しておりません。

(5)企業結合日に受け入れる資産及び引き受ける負債の額並びにその主な内訳

現時点では確定しておりません。


